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第

回 

 

経
済
対
策
と
憲
法
改
正 

 
 

 
 
 

※
２
０
２
３
年

月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

自
民
党
内
で
憲
法
改
正
を
求
め
る
声

が
強
ま
っ
て
い
る
。
岸
田
文
雄
首
相
が

鳴
り
物
入
り
で
打
ち
出
し
た
所
得
税
・

住
民
税
減
税
が
不
評
だ
っ
た
こ
と
を
受

け
、
改
憲
姿
勢
を
新
た
な
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
に
し
て
次
期
衆
院
選
に
臨
も
う

と
の
訴
え
だ
。
「
経
済
で
駄
目
な
ら
憲

法
改
正
で
事
態
を
打
開
す
る
し
か
な

い
」
。
自
民
若
手
は
取
材
に
対
し
、
こ

う
力
説
し
た
。 

 

 

政
府
が

月
２
日
に
閣
議
決
定
し
た

新
た
な
経
済
対
策
は
、
１
人
当
た
り
４

万
円
の
所
得
税
・
住
民
税
減
税
が
「
露

骨
な
選
挙
対
策
」
な
ど
と
不
評
で
、
報

道
各
社
が
直
後
に
実
施
し
た
世
論
調
査

で
は
内
閣
支
持
率
が
軒
並
み
下
落
。
共

同
通
信
の
２
～
５
日
の
調
査
で
は
前
月

比
４
％
下
落
の

・
３
％
で
過
去
最
低

を
更
新
し
た
。
与
党
内
に
は
「
も
う
打

つ
手
は
な
い
」
（
公
明
党
の
閣
僚
経
験

者
）
と
動
揺
が
広
が
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
首
相

は
改
憲
へ
の
「
本
気
度
」
を
示
す
べ
き

だ
と
自
民
党
憲
法
改
正
実
現
本
部
の
関

係
者
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
結
党
以

来
の
党
是
で
あ
る
改
憲
は
党
内
求
心
力

回
復
の
手
立
て
に
な
る
う
え
、
保
守
層

を
つ
な
ぎ
留
め
る
効
果
も
期
待
で
き
る

た
め
だ
。
自
民
ベ
テ
ラ
ン
は
「
首
相
が

改
憲
に
本
気
を
み
せ
れ
ば
、
保
守
層
の

支
持
は
間
違
い
な
く
回
復
す
る
」
と
語

っ
て
み
せ
た
。 

 

首
相
自
身
、

月

日
の
所
信
表
明

演
説
で
、
改
憲
は
「
先
送
り
の
で
き
な

い
重
要
な
課
題
」
だ
と
言
及
。
「
国
会

の
発
議
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
る
た

め
に
も
、
条
文
案
の
具
体
化
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
な
議
論
が
行
わ
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れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
ま
す
」
と

語
っ
た
。
１
月
の
施
政
方
針
演
説
で
は

「
憲
法
改
正
に
向
け
、
よ
り
一
層
議
論

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
よ
り
期

待
し
ま
す
」
な
ど
と
述
べ
る
に
と
ど
め

て
お
り
、
じ
わ
り
と
踏
み
込
ん
で
き
た

形
だ
。

月

日
の
衆
院
代
表
質
問
で

は
「
（
２
０
２
４
年
９
月
の
、
自
民
党
）

総
裁
任
期
中
に
実
現
し
た
い
」
と
の
意

欲
を
改
め
て
口
に
し
た
。  

「
総
裁
任
期
中
の
改
憲
は
必
ず
し
も

不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
」
と
自
民
幹

部
は
指
摘
す
る
。
先
の
通
常
国
会
で
は

衆
院
憲
法
審
議
会
が
、
大
規
模
災
害
や

戦
争
な
ど
が
起
き
た
際
の
対
応
を
憲
法

に
追
加
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
っ
た
緊

急
事
態
条
項
を
巡
る
「
総
括
的
な
論
点

整
理
」
が
行
わ
れ
た
。
自
民
、
公
明
、

日
本
維
新
の
会
な
ど
４
党
１
会
派
は
、

緊
急
事
態
に
備
え
て
衆
院
議
員
の
任
期

を
特
例
的
に
延
期
で
き
る
条
項
を
追
加

す
べ
き
だ
と
の
見
解
で
一
致
。
４
党
１

会
派
は
衆
参
で
、
改
憲
案
を
国
民
投
票

に
か
け
る
た
め
の
発
議
に
必
要
な
３
分

の
２
以
上
の
議
席
を
有
し
て
い
る
。 

自
民
は
「
改
憲
４
項
目
」
と
し
て
①

自
衛
隊
の
明
記
②
緊
急
事
態
対
応
②
参

院
の
合
区
解
消
④
教
育
充
実―

―

の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
。
緊
急
事
態
対
応

の
一
形
態
で
あ
る
衆
院
任
期
延
長
の
項

目
追
加
は
、
自
衛
隊
の
明
記
な
ど
に
比

べ
れ
ば
難
易
度
が
低
い
と
み
ら
れ
て
お

り
、
改
憲
の
実
績
づ
く
り
の
た
め
に
も

ま
ず
は
衆
院
任
期
延
長
に
注
力
す
べ
き

だ
と
の
声
が
自
民
内
に
は
あ
る
。 

 

も
っ
と
も
、
野
党
第
１
党
の
立
憲
民

主
党
は
衆
院
任
期
延
長
に
つ
い
て
、
衆

院
解
散
中
の
緊
急
時
に
参
院
が
国
会
の

機
能
を
暫
定
的
に
代
行
す
る
「
参
院
の

緊
急
集
会
」
で
対
応
可
能
だ
と
し
て
否

定
的
だ
。
衆
参
の
憲
法
審
は
前
身
の
憲

法
調
査
会
以
来
「
野
党
第
１
党
の
賛
同
」

が
運
営
上
の
慣
習
と
な
っ
て
お
り
、
立

憲
の
異
論
は
無
視
で
き
な
い
。  

こ
う
し
た
ハ
ー
ド
ル
に
つ
い
て
自
民

ベ
テ
ラ
ン
は
「
首
相
が
本
気
に
な
れ
ば

可
能
だ
。
国
会
運
営
上
の
慣
習
が
問
題

な
ら
ば
衆
院
解
散
で
国
民
の
心
を
問
え

ば
い
い
」
と
話
す
が
、
首
相
は
施
政
方

針
演
説
で
「
経
済
、
経
済
、
経
済
。
私

は
何
よ
り
も
経
済
に
重
点
を
置
い
て
い

き
ま
す
」
と
語
っ
た
ば
か
り
だ
。
改
憲
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の
是
非
を
争
点
に
据
え
て
衆
院
解
散
・

総
選
挙
を
行
っ
た
場
合
、
野
党
の
批
判

に
さ
ら
さ
れ
か
ね
ず
、
首
相
の
対
応
に

注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。 

 
 

                     


